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研究報告書 

 

 平成２７年度東京大学医科学研究所共同研究申請書（継続申請）研究計画書に示し

た通り、研究を進めた。 

 急性型ATL患者の末梢血単核球より、フローサイトメトリーによるATL細胞分離法

(HAS-Flow法)を用いて、ATL細胞のみを特異的に取り出し、詳細に細胞表面抗原解析

をおこなうことで、今まで知られていない急性型ATL細胞の細胞表面抗原の発現/低下

の特徴が明らかになった。また、同様に、ATL細胞だけを特異的に取り出し、共培養

系を用いた細胞生存・増殖能の評価を繰り返した結果、間葉系細胞上で生存・増殖可

能な細胞は特定の分画に高度に濃縮される事が分かってきた。 

 また、免疫不全マウスへの移植・評価系を確立し、特定のATL細胞分画を移植した

ところ、in vivoにおいても他のATL分画を作り出せること、担ATLマウスを腫瘍死さ

せることが分かった。 

 これらの研究から得られた結果の一部に関しては、それぞれ多数の学会発表にて報

告した。現在、論文投稿の準備を進めている。 


